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本剤は1回使い切りの注射剤です。
オートインジェクターには1回分の薬液が
あらかじめ充填されています。
1回で全量を使用します。

❺注射部位を決め消毒します。

❶ 冷蔵庫から取り出し30分間置いて、
室温に戻しておきましょう。

❹注射をする前に手を洗ってください。

❷必要なものをそろえます。
・消毒綿1枚（注射前用）
・カット綿、ガーゼ又は消毒綿1枚（注射完了後用）
・専用廃棄用キャップ又は廃棄用の容器1個

❸ 中に入っている薬液は無色か、わずかに黄色がかって
います。次のような場合には、本剤を使用せず、医
療従事者の指示に従ってください。
・使用期限が切れている。
・破損している。
・薬液が濁っている、明らかな褐色をしている、小さな異物が
混入している。

太もも（大腿部）、お腹（腹
部）又は二の腕（上腕部）の
外側のいずれかを選び、消毒
綿で消毒し、乾かします。

・二の腕（上腕部）の外側に注射する場合は、操作方法の訓練を受けた方の
手助けを受けてください。

・皮膚に痛み、あざ、赤みがある部位や硬くなっている部位、傷跡や妊娠線があ
る部位、又は乾癬の部位には注射しないでください。

・へその周辺（3cm以内）には注射しないでください。
・からだの同じ部位に注射してもよいですが、注射する場所は前回から変えて
ください（前回の場所から3cm以上離れていることが目安です）。

Q.薬液の中に気泡があった場合は、どうしたらいいですか？
A.オートインジェクターは、皮下に薬液を注射します。皮下注射では、薬
液の中に気泡があっても問題はなく、気泡は人体や投与量には影響
ありません。

Q.キャップを外した後、針先から薬液がもれていた場合は、どうしたら
いいですか？

A.針先にしずくがついている程度であれば問題ありません。投与量には影響あ
りません。

Q.キャップを外さずにロックを解除して、緑色の注入ボタンを押してし
まったら、どうしたらいいですか？

A. そのオートインジェクターは使用せず、主治医に連絡してくださ
い。針がとびだし、薬液がもれ出すのでキャップを外さないでくださ
い。キャップが外れた場合は、けがをすることがあるので針に触ら
ず、ふたのできる穴の開かない容器に入れてください。

Q.注射後に針が戻らなくなったらどうしたらいいですか？
A.針に触ったり、キャップを元に戻したりしないでください。ふたので
きる、穴の開かない容器にオートインジェクターを入れて、トルツ®

［お問合せ窓口］0120-526-382までお問い合わせください。
Q.注射を打ち忘れてしまった場合は、どうしたらいいですか？
A.すぐに注射してください。その後はあらかじめ定めた日に注射してく
ださい。大幅に投与日が過ぎてしまった場合は、主治医の指示に従っ
てください。

トルツ®皮下注80mgオートインジェクター使い方動画のご案内
トルツ®のご使用にあたって使い方を解説した動画をご用意しました。
下記の2次元コードでご視聴いただけますのでぜひご確認ください。

ALL再生：8分15秒

注射後に、下記のアレルギーを疑う症状がでた場合には速やか
に主治医にご連絡ください。次の受診日を待たずに病院に連絡
し、受診するようお願いします。

下記の症状があらわれた場合も、早めに主治医にご連絡ください。

2次元コード
トルツ皮下注 80mg オートインジェクターの使い方
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注射する直前までキャップをつけたままに
しておいてください。

ロックリングがロックの位置にあることを
確認します。

次にキャップを回して外してください。針に
触らないでください。

キャップは元に戻さず捨ててください。

透明な底面を皮膚に
密着させてしっかりと固定してください。

透明な底面に密着させたまま、ロックリングをロッ
ク解除の方向に止まるまで回してください。

注入ボタンを押しきると、カチッという
大きな音がします。
次に2回目のカチッという大きな音が
するまでそのまま待ちます。

この2回目の音が注射完了の合図です。
また透明な部分の上部に灰色のゴムピストンが
見えていれば、注射は完了しています。
オートインジェクターを皮膚から離し、カット綿、
ガーゼ又は消毒綿を注射部位にあててください。
あざになることがありますので
注射部位はもまないでください。

使用済みのオートインジェクターは、専用廃棄用キャップをはめこむ、
又は専用廃棄用キャップが無い場合は、廃棄用の容器に入れて廃棄して
ください。
最初に外したキャップは元に戻さないでください。
使用済みのオートインジェクターは、主治医の指示に従って廃棄してください。

本剤は外箱に入れたまま、冷蔵庫（2～8℃）に保存してください。
室温で保存する場合は30℃を超えない場所で保存し、5日以内に使
用してください。
本剤を冷蔵庫から取り出し、ご使用になる前に30分間、室温に置い
ておくことが望ましいです。

本剤を凍結させないでください。もし凍結させてしまった場合は、
使用しないでください。
本剤を電子レンジで温めたり、お湯をかけたり、直射日光の当たると
ころに放置しないでください。
本剤を激しく振らないでください。
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・薬液が濁っている、明らかな褐色をしている、小さな異物が
混入している。

太もも（大腿部）、お腹（腹
部）又は二の腕（上腕部）の
外側のいずれかを選び、消毒
綿で消毒し、乾かします。

・二の腕（上腕部）の外側に注射する場合は、操作方法の訓練を受けた方の
手助けを受けてください。

・皮膚に痛み、あざ、赤みがある部位や硬くなっている部位、傷跡や妊娠線があ
る部位、又は乾癬の部位には注射しないでください。

・へその周辺（3cm以内）には注射しないでください。
・からだの同じ部位に注射してもよいですが、注射する場所は前回から変えて
ください（前回の場所から3cm以上離れていることが目安です）。

Q.薬液の中に気泡があった場合は、どうしたらいいですか？
A.オートインジェクターは、皮下に薬液を注射します。皮下注射では、薬
液の中に気泡があっても問題はなく、気泡は人体や投与量には影響
ありません。

Q.キャップを外した後、針先から薬液がもれていた場合は、どうしたら
いいですか？

A.針先にしずくがついている程度であれば問題ありません。投与量には影響あ
りません。

Q.キャップを外さずにロックを解除して、緑色の注入ボタンを押してし
まったら、どうしたらいいですか？

A. そのオートインジェクターは使用せず、主治医に連絡してくださ
い。針がとびだし、薬液がもれ出すのでキャップを外さないでくださ
い。キャップが外れた場合は、けがをすることがあるので針に触ら
ず、ふたのできる穴の開かない容器に入れてください。

Q.注射後に針が戻らなくなったらどうしたらいいですか？
A.針に触ったり、キャップを元に戻したりしないでください。ふたので
きる、穴の開かない容器にオートインジェクターを入れて、トルツ®

［お問合せ窓口］0120-526-382までお問い合わせください。
Q.注射を打ち忘れてしまった場合は、どうしたらいいですか？
A.すぐに注射してください。その後はあらかじめ定めた日に注射してく
ださい。大幅に投与日が過ぎてしまった場合は、主治医の指示に従っ
てください。

トルツ®皮下注80mgオートインジェクター使い方動画のご案内
トルツ®のご使用にあたって使い方を解説した動画をご用意しました。
下記の2次元コードでご視聴いただけますのでぜひご確認ください。

ALL再生：8分15秒

注射後に、下記のアレルギーを疑う症状がでた場合には速やか
に主治医にご連絡ください。次の受診日を待たずに病院に連絡
し、受診するようお願いします。

下記の症状があらわれた場合も、早めに主治医にご連絡ください。

2次元コード
トルツ皮下注 80mg オートインジェクターの使い方


